
の
高
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
芸
術
的
・

文
化
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
全
国
か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

砂
の
美
術
館
が
地
域
経
済
に

与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
平
成

18
年
度
の
第
1
期
展
示
か
ら
昨

年
度
の
第
3
期
展
示
ま
で
の
間
、

総
入
館
者
数
は
60
万
人
以
上
で
、

経
済
効
果
は
97
億
円
を
超
え
る

鳥
取
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度

は
「
世
界
砂
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
、「
砂
像
の
ま
ち

砂
丘
観
光
の
振
興
と
新
た
な

観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　

合
併
に
よ
っ
て
地
域
が
広
が

っ
た
鳥
取
市
で
す
が
、
同
時
に

多
く
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を

持
つ
ま
ち
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、

観
光
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
新
た
な
本
市
の
ブ
ラ

ン
ド
と
な
っ
た
「
砂
の
美
術
館
」

は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
砂

像
を
展
示
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

で
あ
り
、
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ

が
あ
り
誇
り
の
も
て
る

　
20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

夢・広域交流観光の展開

・情報先進都市の実現

・環境先進都市の実現

・人材誘致・定住対策の促進

・人権尊重都市の実現

・防災・防犯対策の強化

・子育て・教育先進都市の実現

・地域文化の振興

・新たな農林水産業の振興

・地域に根ざした商工業の振興

・生涯健康都市の実現

10とっとり市報 2010.08 10とっとり市報 2010.0 10とっとり市報 2010.0

馬の背に沈む夕日（鳥取砂丘）
問い合わせ先
　市役所第二庁舎観光コンベンション推進課　  0857-20-3227

広 域 交 流 観 光 の 展 開
輝く新市域を振り返る

本市は平成16年11月の市町村合併以降も、特色ある地域づくりの推進と市民サ
ービスの向上に努めています。それらを合併当初に掲げた「夢があり誇りのもて
る20 万都市づくりビジョン」の11 の項目に沿ってシリーズで紹介します。今回
のテーマは「広域交流観光の展開」です。



因
幡
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」
に
参
画
し
、
鳥
取
・
因
幡

地
域
へ
の
観
光
客
の
誘
客
や
温

泉
な
ど
を
利
用
し
た
滞
在
型
観

光
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
に
向
け
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
地
元
の
観
光
資
源
に
対
し
、

誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

鳥取市ナインエリアマップが完成！

者
へ
の
営
業
活
動
や
マ
ス
コ
ミ

へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

国
府
町
の「
因
幡
の
傘
踊
り
」は
、

昨
年
度
東
京
ド
ー
ム
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
祭
り

東
京
」
に
参
加
し
、
全
国
に
そ

の
名
前
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
「
食
」
に
お
い
て
は
、
河
原
町

の
鮎
料
理
な
ど
、
伝
統
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
青
谷

町
の
「
豆
腐
百
珍
料
理
」
の
よ

う
に
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
開

発
・
商
品
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、 

民
間
と
行
政
が
連
携

し
、
佐
治
町
の
「
田
舎
暮
ら
し

体
験
メ
ニ
ュ
ー
」
の
充
実
や
鹿

野
町
の
城
下
町
整
備
、
気
高
町

の
浜
村
砂
丘
公
園(

ヤ
サ
ホ
ー
パ

ー
ク)

の
整
備
な
ど
を
行
い
、
新

鳥
取
」
を
全
国
に
向
け
て
発
信

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
砂
丘
で
は
、

民
間
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

鳥
取
砂
丘
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
「
鳥
取
砂
丘
新

発
見
伝
事
業
」
を
行
っ
て
お
り
、

鳥
取
砂
丘
の
新
た
な
魅
力
を
創

出
し
て
い
ま
す
。

観
光
素
材
の
整
備
充
実
と
情

報
発
信

　

本
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
も
つ
、
歴
史
・
文
化
に
根
差

し
た
伝
統
行
事
や
地
域
の
食
・

特
産
品
な
ど
、
魅
力
あ
る
観
光

資
源
の
磨
き
上
げ
や
掘
り
起
こ

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

伝
統
の
「
用
瀬
流
し
び
な
行

事
」
は
、
県
外
か
ら
の
ツ
ア
ー

誘
致
を
進
め
る
た
め
、
旅
行
業

た
な
観
光
資
源
と
し
て
全
国
に

情
報
発
信
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
市
観
光
協
会

で
は
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ

し
や
商
品
造
成
、
営
業
を
担
当

す
る
「
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
ナ
ー
」
を
配
置
し
て
、
白
兎

地
域
の
活
性
化
を
は
じ
め
と
し

て
、
新
た
な
観
光
商
品
の
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
各
地
域
の
観
光
資
源

の
磨
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、

県
外
旅
行
業
者
へ
の
営
業
活
動

な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

滞
在
型
観
光
の
促
進

　

平
成
24
年
度
末
の
鳥
取
自
動

車
道
全
線
開
通
を
控
え
、
近
畿

圏
や
中
国
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
向
上
す
る
一
方
、
人
・
モ
ノ

の
流
れ
も
進
み
、
通
過
型
観
光

に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
国
内
外
の
観
光
地
に

負
け
な
い
競
争
力
の
高
い
観
光

地
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
、

今
年
度
初
の
試
み
と
し
て
、「
鳥

取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
」
に
10
日

間
の
「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
ウ
ィ
ー

ク
」
を
設
定
し
、
夜
間
を
中
心

に
各
種
の
催
し
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
の
滞
在
を
促
す

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
既
存
の
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
・
工
夫
や
、
地
域
間

連
携
に
よ
り
、
滞
在
型
観
光
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡
の
祭

典
」
の
成
果
を
引
き
継
ぐ
組
織

と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
鳥
取
・

浜村砂丘公園の整備（気高）

砂の美術館（福部）

流しびな行事（用瀬）

因幡の傘踊り（国府）

鮎料理（河原）

田舎暮らし体験メニュー（佐治）

鹿野城下町の整備（鹿野）

豆腐百珍料理（青谷）

市内の９地域について、自然・文化・歴史
など各エリアの魅力を紹介する「鳥取市ナ
インエリアマップ」が完成しました。各総合
支所や観光案内所などに設置してあります。
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